
新
た
に
還
体
で
見
つ
か

っ
た
の
は
、
兵
庫
県
尼
崎

市
の
会
社
員
、
馬
場
慎
太

郎
さ
ん
（
４０
、

県
警
に
よ

る
と
、
仕
事
で
同
町
に
来

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
兵

庫
県
に
よ
る
と
、

１０
日
午

後
６
時
時
点
で
佐
用
町
な

ど
で
住
宅
全
壊
１
戸
▽
同

２
一
”
〓
ｐ
〓
コ
マ／
ＬＲ
Ｌ
Ｌ
ヨＺ
レト
Ｄ̈

た
、
佐
用
町
な
ど
で
９
日

夜
か
ら
計
３
８
０
０
世
帯

で
停
電
し
た
Э

一
方
、
兵
車
県
は
佐
円

町
に
災
害
救
助
法
と
被
災
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13人救出

関
東
も
今
朝
大

)兄弟 に手紙 を

宮 間俊樹撮影

ト

頭
の 在瑞 細 島 絲 焉 稿

耽 lil:Ii[[量 鼻譜:E
で、最大瞬間風速30有。11日

1未明にかけて近畿、東海地方に接

:近し、11日昼過ぎにかけて関東の

1南海上を東北東に進む見込み。大

:雨のピークは、近畿と東海が11日

:朝まで、関東甲信と伊豆諸島は11

: 日明け方～昼過ぎ。 【福永方人】

酢漬けの活用法   13
残り野菜で手軽に作れて、体にも

優しい「酢漬け」。サラダやパス

タにアレンジできく冷やし中華や

ツナサン ドの具にも活用できる。

東芝BD年末商戦|「季入4
マイノリテイーの闘い③6
改選後初の都議会流会22
2例目裁半」員4人が質問 23

く
ら
し
ナ
ビ

ノヽ

薯
賃
西
日
本
被
害
拡
大

鮮一̈轟時“̈一つ者大̈守仰紳一̈一輌〕̈時嚇中̈『抑̈］義̈鰊

１
人
▽
徳
島
県
吉
野
川
市
と
聴
島
市
で
各
１
人
の
計

（
１８

麒
デ

面
に
関
連
記
事
）

者
生
活
再
建
支
援
法
を
通

用
¨
宍
粟
市
に
も
災
害
救

勁
法
を
適
用
し
た
。
岡
′コ

県
も
災
書
対
策
本
部
を
設

置
し
、
９
日
付
で
美
作
市

に
同
法
と
被
災
者
生
活
再

建
支
援
法
を
適
用
し
た
。

１１
日
午
後
に
は
林
幹
雄

・

防
災
担
当
相
が
佐
用
町
の

被
災
現
場
を
視
察
す
る
。

兵
庫
県
警
な
ど
に
よ
る

と
、
県
内
で
死
亡
が
確
認

さ
れ
た
１２
人
の
う
ち
、
数

人
は
避
難
勧
告
を
受
け
、

自
宅
を
出
た
際
に
被
害
に

あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
井

戸
敏
三

・
兵
庫
県
知
事
は

１０
日
、

「今
ま
で
は
避
難

所
に
行
く
の
が
原
則
だ

っ

大
分
で
土

走
行
車
８

１０

日
午

後

６

時

半

ご

一
¨
¨
に
一
器
】
］
「
中
一

た
が
、
〈
「
回
の
よ
う
な
（
急

激
な
出
水
の
）
場
合
は
自

宅
待
機
も
考
え
る
べ
き
で

は
」
と
述
べ
た
。

砂
崩
れ

台
被
害

中
の
車
８
台
が
巻
き
込
ま

れ
た
。
地
元
消
防
に
よ
る

と
、
５
台
が
土
砂
に
埋
も

３
台
が
国
道
か
ら
１０

研
下
の
大
野
川
に
押
し
流

さ
れ
た
が
、
乗

っ
て
い
た

計
１３
人
全
員
が
救
出
さ
れ

た
。
た
だ
、
川
に
流
さ
れ

・た
人
が
い
る
可
能
性
も
あ

る
と
み
て
１１
日
朝
か
ら
調

べ
る
。

一
現
場
は
国
道
と
市
道
が

デ
ラ

カ
ル
．■

交
わ
る
三
差
路
で
、
国
道

南

側

の
斜

面
が

幅

約

３０

研
、
高
さ
数
十
研
に
わ
た

っ
て
崩
れ
た
と
い
う
。

大
分
地
方
気
象
台
に
よ

る
と
、

１０
日
の
竹
田
市
の

雨
は
午
後
２
時
こ
ろ
降
り

始
め
、
夕
方
に
な

っ
て
非

時代を読み解く

●検 Ｗ
爆

Ｅ

Ｅ

能事

Ｎ

時

予報弓
暴三鍼

経済



聞新日毎 ｎ
ｕ

ｎ
ｕ

Ｏ
乙

”
汗

ノ

毎

月

」

非
核
三
原
則
を
法
制
化

一鱚
嗜蒜
酬
論
吼

ど
ん
な
に
野
心
的
な
目
標

を
掲
げ
て
も
、
そ
れ
に
よ

っ

て
経
済
が
失
速
し
て
失
業
者

が
増
え
れ
ば
、
後
に
続
こ
う

と
す
る
国
は
出
て
こ
な
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
で
日
本
が

今
、
果
た
す
べ
き
役
割
は
、

環
境
対
策
と
経
済
成
長
が
両

立
で
き
る
こ
と
を
世
界
に
証

明
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め

に
は
①
国
際
公
平
性
②
実
現

可
能
性
③
国
民
負
担
の
妥
当

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
同
省

は
値
下
げ
に
よ
り
、
２
年

間
で
観
光
消
費
額
が
７
３

０
０
億
円
増
え
る
な
ど
の

性
―
―
の
３
点
を
踏
ま
え
、

対

策
を
詰

め

る
必

要
が

あ

る
。日

本
は
既
に
世
界
最
高
水

準
の
省
エ
ネ
化
を
実
現
し
て

プ
ラ
ス
効
果
が
あ
る
と
し

た
が
、
マ
イ
ナ
ス
面
の
試

算
は
し
て
い
な
か

っ
た
。

値
下
げ
に
よ
る
渋
滞
な

ど
で
社
会
的
損
失
が
出
た

と
す
る
試
算
を
有
村
俊
秀

。
上
智
大
准
教
授
ら
が
ま

と
め
た
こ
と
に
関
連
し
て

日本経済団体連合会常務理事

椋田哲史氏
お
り
、
こ
つ

米
と
同
じ
一

ガ
ス
を
削
一

ば
、
費
用
一

消
費
者
庁

来
月
１
日
発
足

き
ょ
唱ヽ
奎峨決
定
民
主
反
発
押
し
切
り

政
府
は
１０
日
の
事
務
次

官
会
議
で
、
消
費
者
庁
と

消
費
者
委
員
会
を
９
月
１

日
に
発
足
さ
せ
る
政
令
を

決
め
た
。
Ｈ
日
の
閣
議
で

正
式
決
定
す
る
。
民
主
党

発
足
さ
せ
る
よ
う
一

お
り
、
波
乱
含
み
（

と
な
り
そ
う
だ
。

政

府

は

既

に
加

民
主
党
の
小
沢

一
郎
代
表
代
行
は
１０
日
、
岡
山
市
で
記
者
会
見
し
、

衆
院
選
岡
山
３
区
の
公
認
候
補
と
し
て
新
人
で
弁
護
士
、
西
村
啓
聡
氏

（
３３
）
の
擁
立
を
発
表
し
た
。
選
挙
後
の
新
党
を
視
野
に
入
れ
た
保
守
系

無
所
属
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
平
沼
赳
夫
元
経
済
産
業
相
の
対
抗
馬
と

な
る
。
３
日
に
宣
言
し
た
「擁
立
打
ち
止
め
」
を
方
針
転
換
し
た
。
小
沢
氏

は
さ
ら
に
新
党

「み
ん
な
の
党
」
を
発
足
さ
せ
た
渡
辺
喜
美
元
行
政
改
革

担
当
相
の
選
挙
区
を
念
頭
に
、
「今
後
も
確
立
が
あ
る
か
も
し
れ
な

ハ

一

三極系候補がいる選挙区

党 自公
?

新井悦二

日擁立 )
福田峰之

同10日 ) 阿部俊子

%υ


